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5　境界型糖尿病患者のOGTTによらない早期発

　見のための検討
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　およそ半数の糖尿病患者は医療機関にいってお

らず，放置している人が多いのが現状だが，OGTr

にかかる費用や時間，苦痛のため，実際に受診す

る人は精査の必要な人の10％に過ぎない．早期の

糖尿病教育，指導の介入が，健康機関として重要

な役割であると考え，OGTrを行わないで耐糖能

障害者の早期発見ができないか検討した．結果，

HbAlc6、1％以上空腹時血糖120mg／dl以上，随時

血糖220mg／d1以上のいずれか一つ以上当てはま

れば1部境界型糖尿病を含むが，大部分の糖尿病

のスクリーニングができると考える．

　HbAlc5．8％，空腹時血糖110mg／d1以上，随時

血糖200mg／d1以上いずれか一つ以上当てはまれ

ば，多くは境界型糖尿病，糖尿病であった．

　HbAlc5．6％，空腹時血糖105mg／dl以上，随時

血糖180mg／d1以上で糖尿病のリスクファクター

を1つ以上持っていれば，境界型糖尿病可能性が

大きいとも考えられた．糖尿病，境界型糖尿病の

早期発見，進行予防がセンターでの大きな役割で

あると考え，今後主に糖尿病での群では3回，境

界型，糖尿病型の群では2回，大部分境界型糖尿

病が含まれる群では正常型も一部含まれるのでリ

スクファクターを持っている人に1回コースで教

育を実施していく予定である．また，これらの人

たちには，正確な診断とインスリン分泌能を知る

ためになるべくOGTTをすすめたい．
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【目的】外来でのインスリン使用状況の把握と，

今後の課題を明らかにするために調査を実施した，

　【方法】当院糖尿病外来インスリン使用患者約

150名中，同意の得られた，自己注射を1年以上行

っている69名を対象に行った．低血糖対策シッ

クデイ対策における認識の聞き取り調査と，イン

スリン練習器による手技確認を実施した．

　【結果】手技確認で，単位設定の不備における70

歳以上の高齢者の割合（62．5％）が高かった．低

血糖値（70mg／mL）が認識（2息3％）されていな

かった．

　【考察】手技に関する年代別での比較では，70歳

以上の高齢者の群で，単位の設定不備の割合が高

かった．これは視力低下や正確な操作が出来ない

などの身体能力低下が考えられる．当院は高齢者

の割合が高く，自己注射の可否を再評価する必要

性を示唆するものと考える．低血糖値（70mg／mL）

に対する認識が誤っている割合が70歳以上の高

齢者に高く，血糖測定器が効果的に使用されてい

ない可能性が考えられた，

7　臨床使用における懸濁インスリン製剤の混和法

　に関する検討
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【目的】臨床での保管環境および混和法を用いて

混和状態を評価し，適正な保管環境および混和法

を検討した．

【対象・方法】6種類の懸濁インスリン製剤を対

象とし，温度，姿勢を変えて保管後，3つの混和法


